
ナマの
声から

第二の人生、楽しみな理由、
不安な理由

60代－団塊シニアミセスは
夫の定年退職率 55.0％

50代では 1 ～ 2 年後に定年という人も入れれば８
割強が、まだ夫が通勤中。夫が定年退職したらどん
な生活になるのか分からないだけに不安に思うこと
も多い（左ページ参照）。ほかにも親の介護や子供の
結婚など、生活を左右されることがいろいろ控えて
いる 50代は、セカンドライフの消費にも本腰が入
らない。モラトリアム消費世代といえよう。

リアルコミュニティは
60代でいっそう充実

近所づきあいから自治会、PTA、趣味の集いと、年
代に関係なく主婦のコミュニティはリアルで充実し
ている。6 割が 2 ～ 3 つ、2 割強が数個のグループ
に属している。60代のほうが、趣味に本腰の入る
人が増えるのか、特にないとする人が１割弱で、50
代より少なくなる。
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50代のうちは子供の卒業による教育費か
らの解放感が大きく、子供の別居、夫の
退職と同等の重みをもって感じられてい
る。が 60代になってみると、子供の独立
や夫の退職で、夫婦のセカンドライフを
実感することになる。意外に大きいのは、
自分自身の「還暦」。やはり人生の節目を
感じるのだろう。

第二の人生、60代は「楽しみ」６割

第二の人生のスタートは子供の卒業？夫の退職？

自分の第二の人生を「楽しみ」と捉えら
れるのは 60代に入ってから。「とても楽
しみ」と言える人が３割近く、「まあ楽し
み」を含めて６割強が前向きに捉えてい
る。50代は、今の経済情勢からも不安要
素が強いのだろうが、ライフステージ的
にも腰が据わらない感じ。60代になると

「楽しみと思わなきゃ損でしょ」の声に代
表されるように、腰が据わった強さが出
てくる。

不安に揺れる50代と腰の据わる60代

セカンドライフを考えるときに住まい方
は重要なファクターになる。田舎暮らし
に憧れたり郷里に戻ったり、逆に都心の
マンションで便利を追求したり、色々夢
見るのは 50代のうち。60代に入ると結
局今の住まいを少しリフォームするくら
いに、気持ちは落ち着くようだ。

田舎暮らしや海外移住を夢見る50代、60代は今のままで

第二の人生の不安要素も年代によって変
わってくる。50代のうちは自分がまだ元
気なせいか、生活資金や親の介護が大き
いが、60代になると自分のほうに不安要
素が多くなる。健康維持に本格的にお金
をかけるようになるのは 60代から。夫婦
の病気チェックも 60代から本気で始ま
る。

50代では生活資金、60代は自分の気力、体力、病気が心配

調 
査

とにかく、まとまった時間を
自由に使えるじゃない！

今までは子供中心の生活でしたが、これからは時
間に余裕ができ、自分の時間が増えると思うので
楽しみたい（57 歳／ 1 ～ 2 年後に定年）

未知の世界だから楽しみ（54 歳／ 1 ～ 2 年後に定年）

子供がいなくなったので、旅行などで家を不在に
しても気兼ねがなくなる（54 歳／現役）

時間の束縛が減り、まとまった時間が使えるから
（53 歳／現役）

自分の思うように生きたい！（63 歳／ 1 ～ 2 年後に定年）

行きたい日に旅行を楽しめるし、長期の宿泊も自
由だから（68 歳／定年退職）

自由にはなるけど、体が衰え、
年金暮らし、蓄えを削りながら
細々と…不安です

年金の額と生活の水準が合わない（53 歳／定年退職）

友人も年をとってあまり会えなくなるし、子供た
ちもそれぞれの家庭をもって忙しくなるだろう
し、寂しくつらい老後が待っていると思う（51 歳

／ 1 ～ 2 年後に定年）

収入が少ないのに税金が増える ･･･ 何年か前なら
60 歳になったら旅行にどんどん行けると思って
ましたが ･･･（59 歳／フリーランス）

夫と二人でうまく間がもてるか（52 歳／現役）

加齢とともに体の故障が多くなり動作も機敏さに
欠けるようになり、せっかちな夫に対応できない

（65 歳／定年退職）

夫が日々居るようになって自由に外出できなくな
る（66 歳／定年退職）

自分は舅、姑を見送りましたが、男二人の子供は
結婚もせず、自分を介護してくれる人が見当たら
ない。有料のホームに入るには資金不足で、心細
い（67 歳／定年退職）
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夫は現役で働いていますか？
■現役の会社員・公務員　■ 1 〜 2 年後に定年　■定年退職して現在無職　

■フリーランス　■自営業

習い事や近所づきあい、定期的に会う仲間など、
参加しているグループはいくつありますか？

■ 1 〜 3 つ　■ 4 〜 6 つ　■ 7 〜 9 つ　
■ 10 以上　■特にない

本人の職業
■無職　■フルタイム　■パート・アルバイト　

■自営・自由業　■その他

同居の子供の有無
■有　■無

同居の親の有無
■有　■無

「第二の人生」を考えたとき、
一番不安に思うことは？

■自分の気力・体力　■自分の病気　■生活資金　■孤独
■生きがい　■親の病気・介護　■夫の病気・介護　■その他

「第二の人生」を考えるとき、
住まいはどのようにしたいですか？
■今のまま　■今の住まいを二世帯等に建て替え　

■親の住まい（近辺）に引越す　■都心のマンションに引越す
■リゾートや田舎へ引越す　■海外移住する　■まだ分からない

自分の「第二の人生」をどう捉えていますか？
■とても楽しみ　■まあ楽しみ　■特に変わらない　

■少し不安　■とても不安

自分の「第二の人生」はいつから始まる
（始まった）と思いますか？

■子供が大学生になったら　■子供が卒業したら　■子供が別居したら　
■夫が退職したら　■親の介護が終わったら　

■自分が還暦になったら　■その他

自分のこと

HOW’s view
シニアビジネスのアプローチを考えると
き、50代には「先が見えない不安を取
り除くために」という目的意識が必要だ
ろう。残りの人生を悔いのないように過
ごしたいという気持ちは強いのだから、
生活資金とのバランスを鑑みて背中を押
してくれる言葉が必要だ。例えば「断捨
離」などは、そうした素地に浸み込む言
葉なのだと思う。夫が定年退職した 60
代以上には「自分自身の人生を悔いのな
いように、元気なうちにやれることを」
という気持ちが根幹になる。

※（ ）内は年齢と夫の状況

2011 年 10 月 26 日〜 11 月 2 日
リビング新聞の読者組織リビング
パートナーに対するウェブアンケー
ト調査
配偶者のいる女性 472 人
50 代 =306 人、60 代 =166 人
※各グラフの n 数の差は不明回答
によるもの

【調査概要】
調査期間
調査方法

有効回答

60 代
（n=161）

50 代
（n=300）

0 20 40 60 80 100 120
複数回答（％）

3.1 26.1 16.88.119.926.711.8

9.0 24.3 11.36.317.725.723.3

60 代
（n=165）

50 代
（n=306）

0 20 40 60 80 100
（％）

3.017.016.435.228.5

6.227.517.334.314.7

60 代
（n=162）

50 代
（n=303）

0 20 40 60 80 100 120
複数回答（％）

75.3 1.9 3.115.4
5.6 1.2

58.4 3.6 5.9 28.7
0.7 7.3 4.3

0

60 代
（n=166）

50 代
（n=304）

0 20 40 60 80 100
（％）

27.7 0.6 16.913.9
1.2 4.2 7.2

28.3

16.8 32.2
13.5

3.6 9.2
3.32.0

19.4

60 代
（n=151）

50 代
（n=302）

0 20 40 60 80 100
（％）

3.0
5.3 9.68.373.8

17.9 7.9 55.0 9.3 9.9
60 代

（n=166）

50 代
（n=304）

0 20 40 60 80 100
（％）

5.6
5.3

41.16.3

4.81.2
69.9 6.617.5

41.8

60 代
（n=164）

50 代
（n=304）

0 20 40 60 80 100
（％）

59.2 21.4 3.6
0

15.8

58.5 27.4 9.14.9
0

60 代
（n=163）

50 代
（n=303）

0 20 40 60 80 100
（％）

54.046.0

21.578.5

60 代
（n=163）

50 代
（n=299）

0 20 40 60 80 100
（％）

93.96.1

87.612.4
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ナマの
声から

自分の時間やお金で
したいことは？

時間が増えたら、趣味や勉強を

地域のボランティアガイドの資格をとりたい（57 歳

／定年退職）

趣味のフラダンスで子供たちにボランティア活動を
したい（53 歳／現役）

子供に手とお金がかからなくなってきたのでパート
を辞めて、英語、フラワーアレンジメント、スポー
ツクラブ、パン教室など一気に始めた（52 歳／現役）

お小遣い程度でもいいので、一生定期的に収入を得
られる資格や技術を身に付けたい（53 歳／現役）

現在、フラダンスと畑を楽しんでいるので継続する
ことと、何らかのボランティア活動をしたい（61 歳

／ 1 ～ 2 年後に定年）

政治、経済、歴史を学びなおすこと（65 歳／定年退職）

現在ウオーキング、英会話、子育て支援を始めてい
ます（65 歳／定年退職）

お金の使い道は、やっぱり旅行！

友達と旅行に行く回数を増やしたい（59 歳／現役）

家のことを考えずに海外旅行に行きたい（53 歳／現

役）

旅行が趣味ですが、南極とかベランダ付きの客室で
クルージングに行きたい（65 歳／定年退職）

また、海外旅行をしたい。子供が居たときは（15
歳以上）家を 10 日くらい空けても心配していな
かったが、今は夫が居るのでそう長く空けられない

（68 歳／定年退職）

短期海外留学。大学編入（51 歳／現役）

年を重ねると身だしなみにお金が必要になる。頻繁
に白髪を染めたりエステに行きたい（52 歳／現役）

自分もですが、夫を磨きたい（50 歳／現役）

キャンピングカーを買いたい（62歳／1～2年後に定年）

新品のピアノを買いたい。そして再びピアノを習い
たい（62 歳／現役）

仕事場になるマンションがほしい（60 歳／現役）

HOW’s view
時間もお金も何に使いたいかといえば、
やはり圧倒的に旅行になる。なぜなら、
主婦業中は家を空けられないという義務
感があったから。これを解放して、なお
かつ社会貢献や勉強にもつながるという
アプローチが、主婦の心には刺さるだろ
う。また、若いときに習っていたことに
あらためて取り組みたいという思いも共
通にありそうだ。世代感覚でいえば、団
塊シニアは学生運動盛んな世代なので、
学生時代の学びや遊びに飢えている人が
多い。あの時できなかったことを今、こ
の年でもやっちゃうのがかっこいい、と
いうアプローチも良さそうだ。

全体では、自分の趣味に使いたいとする人が、
やはりダントツに多い。差が出るのは「夫と共
通の趣味」と「夫と自分の新しい生活基盤作り」
の 2 点。50代の生活資金への不安がここでも
表れる。実は折れ線グラフの形にもう少し違い
が出るかと予想していたが、年代では見えにく
いので、夫が現役かどうかの別に帯グラフで見
てみた（下グラフ）。
既にお気づきだと思うが、実は年代よりも夫の
状況により顕著に表れることが分かる。夫が現
役のあいだは、自分の時間もあるし、けれど将
来のいろいろなことも心配なので全ての項目に
分散し帯グラフが長くなる。「1 ～ 2 年後に定
年」という人は「生活基盤」や「体力作り」といっ
た、まさに備えのほうに気が向いているが、「す
でに退職」したら「見えない不安感」がなくな
り全体にそぎ落とされて帯が短くなる。「自分
の趣味」や「夫と共通の趣味」に、心置きなく
向かえるのだ。

50代は「夫婦の生活基盤作り」、
60代は「夫婦共通の趣味」に動く

アンチエイジングの取り組みは年代によって段
階を経る。以前の調査でも、40代で肌や髪を
気にし始めるが、アンチエイジング美容にお金
をかけ始めるのは 50代。60代になると関節
や筋肉の衰えに対処しようとスポーツや健康食
品、サプリにお金が向いていく。
今回も、50代と 60代で明確に差が出たのは

「肌の衰え」と「関節等の痛み」の部分。定期
的にしていることも、60代はウオーキングや
スポーツジム、ダンス、体操ととにかく体を動
かすことが多いが、50代ではエステ、ヘッド
スパ、サプリが増える。「特にない」も多く、
気にはしてるけれどお金も時間も使わない人も
50代には多い。

サプリに頼る50代と
スポーツに取り組む60代

前ページでみてきたように、ひとくくりにシニア女性といっても、子供の独立や夫の定年退職まで落ち着かない「リタイア・モラト
リアム」期間を過ごす50代と、夫婦二人の生活に突入した人が多い60代では、消費の腰の入り具合が違う。自分の時間やお金を
どう使いたいと思っているのか調べてみた。

確かに自分の時間は増えたと感じる人が
50代も 60代も半数以上。むしろ 50代
のほうが増えたと感じる人が多く、60代
では「減った」人や「変わらない」人と半々
に。これは、夫が現役かどうかで、違い
がより明らかになる（11 ページ参照）。

自分の時間、半数以上が「増えた」  

増えた時間は圧倒的に「趣味」に使う。
次いで「体力作り」「勉強」と続き「仲間
作り」のウェイトは女性にとって大きく
はない。60代になると、ボランティアや
地域活動など、少しでも社会に貢献した
いという思いが強くなる。

50代は自分の「趣味」や「勉強」、60代になると社会貢献へ

自分の時間が「減った」「変わらない」と
回答した人に、増えたと感じられるのは
いつか、確認したところ、50代では子供
の手が離れれば、と考えているのに対し、
60代では結局無理と思っている人が半数
以上。退職した夫の食事作りや親の介護
などで、自分の時間なんか持てないじゃ
ない、という落胆感が強いのだろう。

60代になると夫の世話に親の介護、
結局いつまでも自分の時間は増えない

セカンドライフを楽しみにしている人の
生の声に「今まで教育費に使っていたお
金が、これから夫婦の趣味に使える」と
期待する向きが多いのだが、残念ながら、
感覚的にはあまり変わらないようだ。た
だ「減った」と感じる人も少なく、年金
生活に入ったら入ったで存外不安は減る
のだろう。

自分のお金は「変わらない」感じ

「趣味」にお金を使う60代、生活基盤が心配な50代

これから先、お金は何に使いたいですか？　※一番使いたいと思うものを 2 つまで回答

【年代別】　■ 50 代（n=304）　■ 60 代（n=164）

【夫の状況別】

最近、体調や体型の変化で気になることはありますか？
■ 50 代（n=299）　■ 60 代（n=163）

美容や体型維持のために定期的にしていることはありますか？ 

ミセスがセカンドライフに期待するのは「自分のために使える時間」。主婦業なら時
間なんていくらでもあるだろうと思うのは間違いで、家族の世話をしているうちは細
切れの時間しか持てないし、１日家を空けるなんてできない。やっと「まとまった時
間」が持てて、気兼ねをせずに家も空けられる、という期待感でいっぱいなのだが…

自分のために使える「時間」と「お金」
増えたような気もするけど…

■自分の趣味　
■自分の仲間作り　
■自分の美容健康維持　
■自分の体力作り　
■夫と共通の趣味　
■夫と一緒の仲間作り　
■夫と一緒の体力作り　
■夫と自分の新しい生活基盤作り　
■夫と自分の病気・怪我の備え　
■親の病気・怪我の備え　
■子供の生活支援
■孫の教育　
■子供に残すためになるべく使わない　
■まだ分からない

■ウオーキング　
■ランニング　
■スポーツジム　
■ダンス　
■家でできる体操　
■エステ　
■岩盤浴等　
■ヘッドスパ等　
■コラーゲン等サプリ　
■ダイエット　
■その他　
■特にない

5年前と比べて自分のために使える
お金が増えたと感じますか？

■増えた　■減った　■変わらない

いつになったら「自分のために使える
時間が増える」と思いますか？

■子供が卒業したら　■子供が別居したら　■子供が結婚したら　
■夫が退職したら　■親の介護が終わったら　■夫の介護が終わったら　

■いつまでも時間は増えない

増えた時間を使ってしたいことは？
■ 50 代（n=168）　■ 60 代（n=76）

5年前と比べて自分の時間が増えたと感じますか？
　■増えた　■減った　■変わらない

自分のこと

※（ ）内は年齢と夫の状況
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節
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体
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崩
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複数回答

ま
だ
分
か
ら
な
い

子
供
に
残
す
た
め
に

な
る
べ
く
使
わ
な
い

孫
の
教
育

子
供
の
生
活
支
援

夫
と
自
分
の
病
気
・
怪
我
の
備
え

親
の
病
気
・

怪
我
の
備
え

夫
と
自
分
の
新
し
い

生
活
基
盤
作
り

夫
と
一
緒
の
体
力
作
り

夫
と
一
緒
の
仲
間
作
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夫
と
共
通
の
趣
味

自
分
の
体
力
作
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分
の
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健
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分
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仲
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自
分
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味
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2.7 18.9 5.4 45.9 2.7
40.5 13.5 32.4 29.7 13.516.2

9.2

0 50 100 150 175
複数回答（％）

  

60 代
（n=166）

50 代
（n=302）

1.2 7.2 3.00.6 21.19.6
27.1 3.0 16.9 10.227.137.3

1.7 8.9 3.0 5.6
26.8

5.3
17.5 3.6 22.8 10.325.229.5
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  （％）

23.9 25.250.9

20.6 21.957.5

60 代
（n=163）

50 代
（n=301）
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16.7 8.821.9 1.8 32.520.215.8

60 代
（n=65）

50 代
（n=114）

複数回答
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21.5 48.530.1
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（n=163）

50 代
（n=301）
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Ｈ
Ｏ
Ｗ 　
皆
さ
ん
、
シ
ニ
ア
と
呼
ば
れ
る
の
は
ど

う
思
い
ま
す
か
？　
抵
抗
は
あ
り
ま
す
か
？

Ｔ
Ａ　
私
は
”ア
ラ
還
“
で
す
け
ど
子
供
が
ま
だ

学
生
な
の
で
、
還
暦
で
ゆ
っ
く
り
と
い
う
気
分
で
は

な
い
で
す
ね
。
シ
ニ
ア
は
65
歳
ぐ
ら
い
か
ら
か
な
。

Ｉ
Ｎ　
私
も
下
の
子
が
ま
だ
16
歳
な
の
で
、
父
母
会

で
30
代
の
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
い
る
と
、
自
分
が
シ

ニ
ア
と
い
う
感
覚
に
は
な
ら
な
い
で
す
ね
。
一
般
的

に
シ
ニ
ア
は
54
、
55
歳
ぐ
ら
い
か
ら
だ
と
は
思
い
ま

す
が
。

Ｔ
Ｈ　
最
初
は
抵
抗
が
あ
り
ま
し
た
け
ど
、
シ
ニ
ア

と
呼
ば
れ
る
集
ま
り
に
行
く
と
若
々
し
い
方
が
多
く

て
、
こ
ん
な
も
の
か
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

Ｔ
Ｋ　
姪
に
よ
る
と
私
は
中
高
年
じ
ゃ
な
く
て
老
年

ら
し
い
ん
で
す
よ
！

Ｗ
Ｆ　
シ
ニ
ア
は
60
歳
過
ぎ
。
高
齢
者
と
い
う
言
葉

は
イ
ヤ
な
ん
で
す
け
ど
、
シ
ニ
ア
は
素
敵
な
先
輩
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
ね
。

Ｕ
Ｋ　
私
も
特
に
抵
抗
は
あ
り
ま
せ
ん
け
ど
、
後
期

高
齢
者
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
と
き
は
と
て
も
イ
ヤ

で
し
た
ね
。

全
員　
シ
ル
バ
ー
と
呼
ば
れ
る
の
も
嫌
よ
ね
。

Ｔ
Ｋ　
杖
を
つ
い
て
い
そ
う
な
感
じ
！

Ｈ
Ｏ
Ｗ　
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
は
い
つ
か
ら
、
と
い
う

感
覚
で
す
か
？

Ｕ
Ｋ　
夫
が
定
年
に
な
っ
て
、
息
子
が
就
職
し
て
セ

カ
ン
ド
ラ
イ
フ
に
入
っ
た
と
い
う
感
じ
。
息
子
の
通

勤
が
、
朝
早
く
夜
遅
い
か
ら
大
変
で
す
け
ど
、
金
銭

的
に
は
ま
あ
落
ち
着
き
ま
し
た
ね
。

Ｗ
Ｆ　
夫
の
退
職
が
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の
始
ま
り
。

今
、
ま
っ
た
だ
中
で
楽
し
ん
で
ま
す
。
出
張
が
多
く

て
な
か
な
か
海
外
旅
行
に
も
行
け
な
か
っ
た
の
で
、

定
年
と
と
も
に
毎
年
の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｋ　
子
供
が
結
婚
し
て
家
を
出
て
解
放
さ
れ
た
と

き
か
ら
で
す
ね
。
気
持
ち
が
楽
に
な
っ
た
せ
い
か

太
っ
て
き
ち
ゃ
っ
て
。
こ
れ
が
気
楽
な
セ
カ
ン
ド
ラ

イ
フ
な
の
か
な
と
。

Ｔ
Ｈ　

 

父
と
母
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
で
す
ね
。
今

は
近
所
に
い
る
孫
を
み
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す

が
、
旅
行
に
は
長
く
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ｈ
Ｏ
Ｗ　
こ
れ
か
ら
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
迎
え
る
Ｉ

Ｎ
さ
ん
、
Ｔ
Ａ
さ
ん
は
夢
や
不
安
は
あ
り
ま
す
か
？

Ｉ
Ｎ　
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
、
憧
れ
で
す
。
今
は
と
に

か
く
時
間
も
睡
眠
も
足
り
な
い
の
で
ゆ
っ
く
り
し
た

い
で
す
ね
。
家
事
は
嫌
い
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
け
ど
、

疲
れ
て
き
ち
ゃ
っ
て
。
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
迎
え
る

と
き
に
健
康
で
い
た
い
で
す
か
ら
ね
。

Ｔ
Ａ　
毎
年
、
海
外
旅
行
に
行
き
た
い
ん
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
の
お
金
が
あ
る
か
ど
う
か
。
夫
は
仕
事
を

早
く
辞
め
た
い
っ
て
言
い
ま
す
け
ど
、
娘
が
こ
れ
か

ら
大
学
な
の
で
、
そ
の
間
何
と
か
す
る
こ
と
と
、
そ

の
あ
と
ど
れ
だ
け
お
金
が
残
る
か
が
心
配
で
す
。

Ｈ
Ｏ
Ｗ　
真
っ
た
だ
中
の
皆
さ
ん
は
、
ど
う
楽
し
ん

で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

Ｕ
Ｋ　
今
は
ま
だ
同
居
の
母
が
元
気
で
自
分
の
こ
と

は
何
で
も
で
き
る
の
で
、
夫
と
二
人
で
美
術
館
・
博

物
館
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
自
由
に
で
き
る
の

が
楽
し
い
で
す
ね
。
あ
と
は
、
早
く
息
子
が
結
婚
し

て
出
て
行
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
な
…
と
。

Ｗ
Ｆ　
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
な
の
で
、
夫
と
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
に
か
か
わ
り
た
い
と
い
う
の
が
昔
か
ら
の
夢

だ
っ
た
ん
で
す
。
高
齢
の
方
に
週
２
、
3
回
健
康
体

操
を
教
え
た
り
と
、
今
は
そ
れ
が
実
現
で
き
て
す
ご

く
楽
し
い
。
ほ
と
ん
ど
働
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
ん

で
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
月
５
～
６
万
円
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
家

に
い
て
夫
と
顔
突
き
合
わ
せ
て
と
い
う
暗
い
イ
メ
ー

ジ
だ
っ
た
け
ど
、
こ
ん
な
に
楽
し
い
も
の
だ
っ
た
の

か
…
と
大
満
足
で
す
。

Ｔ
Ｋ　
私
は
、
交
換
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
や
っ
て
い
ま

す
。
海
外
の
方
に
日
本
的
な
も
の
を
披
露
で
き
る
よ

う
に
、
若
い
頃
や
っ
て
い
た
琴
の
稽
古
を
再
開
し
ま

し
た
。
年
に
２
回
ぐ
ら
い
発
表
会
が
あ
っ
て
、
そ
の

間
に
旅
行
に
行
っ
た
ん
で
す
が
稽
古
で
疲
れ
す
ぎ

て
、
海
外
で
熱
を
出
し
ち
ゃ
い
ま
し
た
。
今
年
も
海

外
旅
行
は
行
く
け
ど
、
琴
の
発
表
会
の
と
き
は
控
え

よ
う
か
し
ら
。

Ｔ
Ｈ　
当
初
は
毎
年
、
海
外
旅
行
に
行
き
ま
し
た
け

ど
、
今
は
そ
ん
な
に
行
き
た
い
と
い
う
の
は
な
く
な

り
、
健
康
が
大
事
に
な
り
ま
し
た
。
ジ
ム
で
ラ
テ
ン

ダ
ン
ス
を
習
い
始
め
た
の
で
習
得
し
た
い
。
そ
れ
と

シ
ニ
ア
の
モ
デ
ル
を
や
っ
て
い
ま
す
。
や
り
た
か
っ

た
こ
と
が
、セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
で
で
き
て
い
ま
す
ね
。

　
Ｈ
Ｏ
Ｗ  

年
を
と
っ
た
な
あ
、
と
感
じ
る
の
は
ど
ん

な
時
で
す
か
？

Ｔ
Ａ　
疲
れ
た
時
に
肌
の
調
子
が
よ
く
な
い
と
か
、

朝
起
き
た
時
目
の
見
え
具
合
が
よ
く
な
か
っ
た
り
、

節
食
し
て
も
体
重
が
落
ち
に
く
く
な
っ
た
と
き
に
感

じ
ま
す
。
週
に
１
回
、
地
区
セ
ン
タ
ー
で
お
金
を
か

け
ず
に
運
動
を
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
教
育
費
が
か

か
る
の
で
自
分
の
こ
と
に
は
お
金
を
か
け
な
い
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｏ
Ｗ  

こ
こ
だ
け
は
が
ん
ば
り
た
い
わ
、
っ
て
思

う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

Ｔ
Ａ　
年
齢
よ
り
若
く
見
ら
れ
た
い
で
す
ね
。
出
産

が
遅
か
っ
た
か
ら
、
子
供
の
母
親
友
達
は
だ
い
た
い

10
歳
ぐ
ら
い
若
い
の
で
、
あ
ま
り
に
も
一
人
だ
け
年

寄
り
に
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
体
型
は

も
う
無
理
な
の
で
︵
笑
︶、
身
の
こ
な
し
と
か
歩
き

方
と
か
、
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

Ｕ
Ｋ　
髪
の
毛
が
硬
く
て
多
か
っ
た
の
に
、
コ
シ
が

な
く
な
っ
て
薄
く
な
っ
て
、
す
ご
く
シ
ョ
ッ
ク
で
し

た
。自
分
だ
け
、高
い
シ
ャ
ン
プ
ー
と
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ナ
ー
を
買
っ
て
そ
ろ
え
て
ま
す
。
友
達
に
誘
わ
れ
て

太
極
拳
に
行
っ
た
ら
、
先
生
が
80
代
な
の
に
も
の
す

ご
く
元
気
で
、
あ
ん
な
ふ
う
に
い
ら
れ
る
な
ら
が
ん

ば
ろ
う
と
思
っ
て
２
年
ぐ
ら
い
続
け
て
い
ま
す
。

Ｗ
Ｆ　
結
婚
し
た
時
か
ら
毎
年
、
結
婚
記
念
日
に
写

真
を
撮
っ
て
き
た
ん
で
す
が
、
59
歳
の
と
き
に
撮
っ

た
写
真
が
自
分
じ
ゃ
な
い
！
と
思
う
ぐ
ら
い
老
け
て

い
て
シ
ョ
ッ
ク
で
…
。
そ
れ
以
来
撮
影
は
や
め
ま
し

た
。
専
用
の
シ
ャ
ン
プ
ー
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
も

買
い
ま
し
た
し
、
毎
晩
、
娘
と
ホ
ー
ム
エ
ス
テ
っ
て

い
う
ん
で
す
か
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て
ま
す
。

Ｔ
Ｋ　
い
ろ
ん
な
養
毛
剤
を
試
し
ま
し
た
け
ど
効
果

が
な
く
て
、
ウ
ィ
ッ
グ
を
つ
け
て
ま
す
。
白
髪
は
あ

ま
り
な
い
け
ど
、
も
う
か
ぶ
る
し
か
な
い
。
琴
の
演

奏
会
で
一
緒
に
出
演
し
た
私
よ
り
３
、
4
歳
年
上
の

方
が
、
い
い
ウ
ィ
ッ
グ
を
つ
け
て
、
ア
ー
ト
メ
イ
ク

で
ア
イ
ラ
イ
ン
を
ば
っ
ち
り
、
ひ
い
て
た
ん
で
す
。

そ
う
し
た
ら
、
見
て
い
た
人
か
ら
親
子
で
す
か
と
言

わ
れ
ち
ゃ
っ
て
。
し
か
も
む
こ
う
が
娘
だ
と
思
っ
た

ら
し
い
ん
で
す
、年
上
な
の
に
。
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

髪
の
印
象
は
大
き
い
で
す
よ
。

Ｔ
Ｈ　
あ
き
ら
め
な
い
で
が
ん
ば
り
た
い
の
は
、
ほ

う
れ
い
線
を
こ
れ
以
上
増
や
さ
な
い
こ
と
。
化
粧
品

買
っ
て
本
読
ん
で
研
究
し
て
、
フ
ェ
イ
ス
ラ
イ
ン
上

げ
る
体
操
を
し
て
い
ま
す
。
あ
と
髪
は
や
っ
ぱ
り
大

事
で
す
か
ら
、
シ
ャ
ン
プ
ー
、
リ
ン
ス
、
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ナ
ー
は
私
専
用
の
も
の
を
使
っ
て
ま
す
。

マチュア世代座談会 Part.1 ～自分のこと～

子
供
の
自
立
、
親
を
看
取
る
⋮

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の
始
ま
り
は

人
そ
れ
ぞ
れ

シ
ニ
ア
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に

抵
抗
は
な
い
け
ど

シ
ル
バ
ー
や
高
齢
者
は
、
イ
ヤ
！

昔
か
ら
の
夢
、

や
り
た
か
っ
た
こ
と
が

実
現
で
き
て
い
る
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

髪
の
印
象
は
大
切

シ
ャ
ン
プ
ー
、
リ
ン
ス
は

自
分
専
用
を
用
意

ただいま、
セカンドライフ満喫中
50代から60代の6人のミセスが、セカンドライフの楽しみ方や、
夫のリタイア、自分の老後の設計など、ざっくばらんに語ります。

年よりは若く見られたい。
身のこなしや歩き方に
気をつけています

セカンドライフって
こんなに楽しいもの
だったのか…と大満足

自分だけ、高いシャンプーと
コンディショナーを買って
そろえています

参 加 者 プ ロ フ ィ ル（自分のこと）

♦ TH さん（67 歳／専業主婦）
夫（72 歳）と二人暮らし。母が骨折
で寝たきりになったので、とにかく転
ばないように気をつけている

♦ TK さん（65 歳／専業主婦）
海外にはホームステイで毎年のように
行っているが、夫（67 歳）とはイタ
リアに 1 回行っただけ

♦ＷＦさん（64 歳／専業主婦）
10 年以上前は夫（69 歳）と海外移住
を夢見たこともあったが、今は、日本・
地元が一番！と実感

♦ UK さん（63 歳／専業主婦）
実母と同居しているので、夫（67 歳）
と母を置いて、自分だけ旅行に行った
りできないのが少し残念

♦ TA さん（57 歳／専業主婦）
夫（53 歳）が早く仕事をやめたがっ
ているが、まだ教育費もかかることか
ら、老後の資金が心配

♦ IN さん（54 歳／専業主婦）
夫（58 歳）、大学生と高校生の息子の
世話に追われる日々。ゆっくりできる
セカンドライフは憧れ
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